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懇
談
会
で
は
主
に
、
市
長
の
講
話
や
学
生
と

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
講
話
の
中
で
市
長

は
、
今
後
の
市
長
活
動
や
こ
れ
か
ら
目
指
し
て

い
き
た
い
つ
く
ば
市
の
姿
に
つ
い
て
熱
く
語
っ

た
。
意
見
交
換
の
場
で
は
、
学
生
ら
が
つ
く
ば

市
で
の
生
活
で
感
じ
た
等
身
大
の
問
題
や
、
市

長
が
学
生
の
考
え
を
す
く
い
取
ろ
う
と
す
る
質

問
に
対
す
る
討
論
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。（

北
川
）

　

令
和
３
年
２
月
19
日
、
令
和
２
年
度
の
つ
く

ば
市
長
と
筑
波
大
学
学
生
と
の
懇
談
会
が
実
施

さ
れ
た
。
例
年
９
月
頃
に
開
催
さ
れ
て
い
た
こ

の
懇
談
会
は
、
つ
く
ば
市
長
選
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
例
年
よ
り
も

５
か
月
遅
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な
っ

た
。

　

五い
が
ら
し
た
つ
お

十
嵐
立
青
市
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
の
中

で
「
学
生
の
意
見
は
行
政
に
と
っ
て
非
常
に
重

要
だ
」
と
述
べ
た
。
他
の
自
治
体
よ
り
人
口
比

に
お
け
る
学
生
の
割
合
が
大
き
い
つ
く
ば
市
だ

か
ら
こ
そ
、
学
生
の
思
い
や
声
を
大
事
に
し
て

い
き
た
い
と
い
う
。

市長と学生の懇談会

　

現
在
筑
波
研
究
学
園
都
市
は
、
筑
波
大
学
や

JA
X

A

筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
教
育
・
研
究
機
関
や
企
業
、
２
万
人

以
上
の
研
究
者
を
有
す
る
日
本
最
大
の
研
究
開

発
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
街
中
に
は
、
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
な
ど
特
徴
あ
る
都
市
イ
ン
フ

ラ
が
多
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
は
筑
波
大
学
ま
で

延
び
て
お
り
、
多
く
の
学
内
関
係
者
が
移
動
す

る
際
に
使
用
し
て
い
る
。
筑
波
大
学
が
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
大
学
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
て
学
内
で
学
園
都
市
特

有
の
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ
る
の
だ
。

（
熊
谷
）

　

１
９
８
７
年
に
制
定
さ
れ
た
つ
く
ば
市
は
、

筑
波
研
究
学
園
都
市
と
し
て
市
の
全
域
が
世
界

的
な
科
学
技
術
拠
点
の
１
つ
と
な
っ
て
い
る
。

実
は
、
筑
波
研
究
学
園
都
市
の
建
設
計
画
は
市

の
制
定
前
で
あ
る
１
９
６
３
年
か
ら
始
ま
っ
て

い
た
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　

学
園
都
市
の
建
設
目
的
に
、「
国
の
試
験
研

究
機
関
と
新
設
し
た
筑
波
大
学
を
中
核
と
し

て
、
高
水
準
の
研
究
と
教
育
を
行
う
た
め
の
拠

点
を
形
成
」
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

大
学
が
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
建
設
さ

れ
、
都
市
の
中
核
を
担
う
例
は
日
本
で
は
珍
し

い
。
多
数
の
研
究
施
設
や
そ
こ
で
行
わ
れ
る
教

育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
筑
波
大
学
の
学
生

に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
。 

国家プロジェクトと筑波大学



時
を
か
け
る
つ
く
ば

学
び
の
都
に
迫
る

2

特集｜時をかけるつくば特集｜時をかけるつくば

3

　

か
つ
て
は
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
た
筑
波

の
地
に
、
な
ぜ
研
究
学
園
都
市
が
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か 

。

　

始
ま
り
は
国
に
よ
る
研
究
学
園
都
市
案
の
発

表
だ
。
こ
れ
は
１
９
６
０
年
代
に
東
京
の
過
密

対
策
と
高
水
準
の
研
究
・
教
育
拠
点
の
形
成
の

た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
だ
。
当
時
、
候
補
地
に

は
富
士
山
麓
・
那
須
・
赤
城
・
筑
波
の
広
大
な

土
地
を
も
つ
４
カ
所
が
挙
が
っ
た
。

　

そ
の
中
か
ら
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、

豊
富
な
水
資
源
、
安
定
し
た
地
盤
の
三
つ
が
備

わ
っ
て
い
た
筑
波
の
地
が
選
ば
れ
た
。
し
か
し

地
理
的
要
因
以
外
に
、
企
画
書
を
霞
が
関
に
送

り
対
策
課
を
設
置
し
た
行
政
の
熱
意
と
、
開
発

や
立
ち
退
き
に
協
力
的
な
地
元
民
の
存
在
が

あ
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。

　

そ
の
思
い
は
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
、
私
た

ち
学
生
は
地
域
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
生
活
し

て
い
る
。

（
鈴
木
）

２
月
17
日
、
18
日
に
実
施
し
た
第
二
回
の
支
援

で
は
、
第
一
回
の
反
省
が
生
か
さ
れ
た
。
第
一

回
で
は
多
く
の
人
が
訪
れ
混
雑
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
手
不
足
も
発
生
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
第
二
回
はw

eb

予
約
制
で
２
日
間
に
わ

た
っ
て
実
施
し
、
事
前
にT

-A
CT

（
つ
く
ば

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
た
。
そ
の
結
果
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　

５
月
22
日
に
は
第
三
回
の
食
料
支
援
が
実
施

さ
れ
た
が
、
今
回
は
寄
付
を
募
っ
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
そ
う
だ
。第
二
回
の
支
援
実
施
後
に
、

是
非
学
生
に
配
布
し
て
ほ
し
い
と
地
元
企
業
な

ど
か
ら
追
加
で
寄
付
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
新

生
活
応
援
食
料
支
援
」
と
し
て
、
新
入
生
へ
の

支
援
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
今
回
は
授
業
が
無

い
土
曜
日
の
実
施
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
は
学
生

か
ら
の
「
授
業
の
時
間
と
被
っ
て
し
ま
い
、
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う

声
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。 

　

今
後
の
食
料
支
援
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
状
況
と
学
生
の
声
に

よ
っ
て
実
施
を
検
討
す
る
。
ま
た
食
料
支
援
自

体
をT

-A
CT

に
よ
っ
て
学
生
中
心
で
行
う
こ

と
も
考
え
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
地
元
企
業
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
企
業

や
教
職
員
、
卒
業
生
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
大
規
模
な
支
援
を
行
う

こ
と
が
で
き
た
。
学
生
も
是
非T

-A
CT

な
ど

を
使
っ
て
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
て
ほ

し
い
」
と
事
業
を
担
当
し
た
職
員
は
話
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菅
原
） 

生
活
課
の
担
当
職
員
は
語
る
。

　

食
料
支
援
事
業
が
始
ま
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
令
和
２
年
11
月
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
流
行
第
３
波
の
到
来
だ
。
11
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
本
学
学
生
に
対
し
て
学
内
調

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
減
少
な

ど
に
よ
り
生
活
に
困
っ
て
い
る
と
い
う
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
本
学
と
親
交
の
あ
る
企
業

に
問
い
合
わ
せ
る
と
「
食
料
な
ら
寄
付
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
支
援
を
申
し
出
て
く
れ
た

と
い
う
。
１
月
上
旬
に
は
学
内
で
食
料
支
援
事

業
の
実
施
が
決
定
し
、
学
内
調
査
か
ら
約
１
カ

月
後
に
は
学
生
へ
の
食
料
支
援
が
実
現
し
た
。

　

支
援
の
実
施
が
決
ま
っ
て
す
ぐ
に
地
元
企
業

を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
企
業
の
方
々
や
教
職

員
に
食
料
寄
付
の
広
報
を
行
っ
た
が
、
初
め
は

配
布
で
き
る
ほ
ど
食
料
が
集
ま
る
の
か
不
安
を

感
じ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
寄
付
の
規
模
は

予
想
を
遙
か
に
越
え
、
３
週
間
弱
で
約
20
ト
ン

の
食
料
が
集
ま
っ
た
。
予
想
以
上
の
寄
付
に
、

次
は
、
全
て
配
り
切
れ
る
の
か
と
い
う
不
安
が

浮
か
ん
だ
。
し
か
し
そ
れ
も
杞
憂
だ
っ
た
。
予

想
以
上
の
数
の
学
生
が
食
料
支
援
を
受
け
に
訪

れ
、
途
中
か
ら
は
個
数
制
限
を
か
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ほ
ど
と
な
っ
た
。

　

こ
の
食
料
支
援
事
業
は
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
反
響
を
呼
ん

だ
。
こ
れ
を
見
た
地
元
企
業
や
卒
業
生
な
ど
か

ら
「
第
一
回
で
は
寄
付
で
き
な
か
っ
た
が
、
次

の
支
援
で
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
食
料
の
寄
付

が
あ
っ
た
。
第
一
回
の
支
援
で
食
料
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
学
生
も
多
く
い
た
た

め
、す
ぐ
に
第
二
回
の
食
料
支
援
が
決
定
し
た
。

　

令
和
３
年
１
月
22
日
、
筑
波
大
学
グ
ロ
ー
バ

ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
と
平
砂
共
用
棟
に
お
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
、
学
生
へ

の
食
料
支
援
事
業
が
行
わ
れ
た
。
会
場
に
は
長

蛇
の
列
が
で
き
、
約
３
０
０
０
人
の
学
生
が
食

料
を
受
け
取
っ
た
。
配
付
さ
れ
た
食
料
は
、
地

元
企
業
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
企
業
や
教
職

員
が
提
供
し
た
も
の
で
、
そ
の
量
は
約
20
ト
ン

に
及
ん
だ
。「
地
元
企
業
や
教
職
員
の
協
力
は

想
像
を
遙
か
に
超
え
る
も
の
だ
っ
た
」
と
学
生

筑
波
大
学
誕
生
秘
話

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
に
係
る

学
生
へ
の
食
料
支
援
事
業
に
つ
い
て
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第
五
回
本
会
議

日
時
：
令
和
３
年
１
月
20
日
（
水
）
18
時
30
分

場
所
：M

icrosoft T
eam

s

出
席
：
出
席
46　

遅
刻
４　

早
退
３

議
題
『
来
年
度
学
園
祭
学
生
分
担
金
の
額
及
び

納
入
方
法
に
関
し
て
』

【
採
決
結
果
】（
採
決
時
45
名
）

承
認
：
44

否
認
：
０

保
留
：
１

→
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

実
施
内
容

　

令
和
２
年
度
全
代
会
第
五
回
本
会
議
で
は
、

学
内
行
事
委
員
会
が
担
当
す
る
学
園
祭
学
生
分

担
金
の
金
額
と
そ
の
納
入
方
法
に
つ
い
て
の
審

議
が
行
わ
れ
た
。「
学
園
祭
に
関
す
る
申
合
せ
」

第
３
条
に
よ
る
と
、
学
園
祭
を
全
学
的
な
も
の

に
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
学
生
は
学
園
祭
学

生
分
担
金
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
る
。

そ
こ
で
同
規
則
第
４
条
に
基
づ
き
、
納
入
の
金

浅あ
さ
が
こ
う
し
ょ
う

賀
巧
匠
さ
ん
（
生
物
学
類
３
年
）
に
よ
っ
て

議
題
が
提
出
さ
れ
た
。

　

現
在
、
学
生
組
織
に
は
非
効
率
的
な
紙
媒
体

で
の
手
続
き
が
残
っ
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
要
望
が
多
く
あ
る
。
そ
こ
で
、
当
時
学
生
担

当
副
学
長
で
あ
っ
た
佐さ

と
う
し
の
ぶ

藤
忍
教
授
（
生
命
環
境

系
）
に
対
し
デ
ジ
タ
ル
処
理
の
導
入
を
求
め
る

提
言
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

議
題
説
明
で
は
、
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

つ
い
て
の
利
点
と
し
て
、
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
へ
の
対
策
と
、
手
続
き

の
負
担
軽
減
・
効
率
化
・
ミ
ス
軽
減
が
挙
げ
ら

れ
た
。
ま
た
、
政
府
が
令
和
２
年
12
月
に
「
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
改
革
の
基
本
方

針
」
と
し
て
、
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
に

も
触
れ
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
、
今
後
の
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
も
提

案
さ
れ
た
。
主
に
提
案
の
内
容
は
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
つ
い
て
で
あ
り
、
既
存
シ
ス
テ
ム
の
活

用
に
加
え
て
、
不
足
す
る
部
分
を
新
た
な
シ
ス

テ
ム
の
導
入
で
補
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
伝

え
ら
れ
た
。
一
例
と
し
て
、
国
立
大
学
法
人
東

北
大
学
に
お
け
る
事
務
作
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

を
挙
げ
、
本
学
に
も
現
代
社
会
へ
の
柔
軟
な
対

応
を
求
め
る
と
い
う
旨
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

会
議
は
円
滑
に
進
み
、
議
決
が
行
わ
れ
た
。

令
和
２
年
度
最
後
の
本
会
議
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
閉
会
の
際
に
当
時
の
議
長
が
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
。

（
蒐
場
）

額
と
納
入
方
法
を
決
定
す
る
た
め
に
、
左
記
の

内
容
で
決
議
が
行
わ
れ
た
。

【
学
園
祭
学
生
分
担
金
】

納
入
金
額
：
１
人
１
年
に
つ
き600

円

納
入
方
法
：
学
群
生
入
学
・
編
入
年
度
に
在
籍

予
定
年
数
分
を
一
括
で
納
入
す
る

　

こ
の
会
議
に
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
学
園

祭
実
行
委
員
会
財
務
局
員
が
参
加
し
て
お
り
、

学
園
祭
実
行
委
員
会
の
提
案
し
た
右
記
の
意
見

を
も
と
に
、
全
代
会
が
そ
れ
を
承
認
す
る
と
い

う
形
で
審
議
が
行
わ
れ
た
。
会
議
は
円
滑
に
進

み
、
無
事
に
議
題
が
承
認
さ
れ
た
。

第
六
回
本
会
議　

活
動
報
告

日
時
：
令
和
３
年
１
月
27
日
（
水
）
18
時
30
分

場
所
：M

icrosoft T
eam

s

出
欠
：
出
席
42　

遅
刻
０　

早
退
１

議
題
『
学
生
団
体
の
活
動
に
係
る
諸
手
続
き
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
関
し
て
』

【
採
決
結
果
】（
採
決
時
41
名
）

承
認
：
40

否
認
：
０

保
留
：
１

→
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

実
施
内
容

　

令
和
２
年
度
第
六
回
本
会
議
で
は
、

全
代
会
活
動
報
告

編集長	 北川汰知
発行人	 佐藤翔哉
表紙デザイン案	 鈴木泰我
デザイン	 鈴木泰我
編集委員	 稲富拓人	 上野莉穂
	 太田なみゑ	 江波戸憧音	
	 熊谷菜々恵	 小山杏奈
	 菅原由乃	 片岡真絃
	 鈴木斗音	 佐藤陽亮
	 中山皓太	 三河優
	 蒐場広翔	 宮西眞杏
	 松本琉那	 村松真緒
	 三好真生	

全代会では随時専門委員を募集しています。
興味のある方は上記のメールアドレスまでご連絡ください。
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